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大豆新品種‘あきまろ'の広島県における

栽培・加工特性と安定多収栽培法

上藤満宏・保科 亨*・貝淵由紀子・藤井一嘉

キーワード:あきまろ，挽期播麓，ダイズ，品種，不耕起

広島県では，小規模零細な農業生産構造を改革するた

め，土地利用型農業の主要な担い手として集落農場型農

業生産法人(口特定農業法人。以下，集落法人)の設立

を推進している。 2012年2月末現在の集搭法人の設立数

は全盟最多の215であり，本県の水田面積42，700haのう

ち約12%が集落法人によって耕作されている(広島県農

林水産局， 2012) 0集落法人の経営品闘の中で，大豆は

水稲に次ぐ作付面積があり，主要な転作作物となってい

る0 ・作付け品種は，多収で酎径u伏性に盛れ，立臆加工適

性が高い‘サチユタカ， (高橋ら， 2004) が約85%を占

めている(広島県農林水産局， 2010)。しかし，

主要産地である標高150~300m 地滑では，播種適期が梅

雨に伴う蜂水量が最も多し、6月中旬から7月上旬であるた

め，出芽不良の多発によって播き直しを余儀なくされた

り， i盟主撃によって低収となることが非常に多い。一方，

降爵の影響を避けるため，播穂を入梅前に早めると

ちとなる危険性が潟い(商津， 1996)0 したがって，出

芽と初期生育を安定させるためには，梅雨明け後の晩期

播種は有効な手段のーっと考えられる。ところが，‘サ

チユタカ'の晩期播種は，生育量の不足によって収量の

確保が田難であり(大久保， 1980)，小粒化による品費

の低下や，着焚位置の{底下によるコンパイン作業での収

ロスの発生が問題となる。こうした観点から，標高

150~300m の地帯における‘サチユタカ'の代替品種と

して，晩期掻種でも良質でq又量の確保が可能な品種を選

定することを目的に， 2006年から2010年まで全閣の大豆

育成地から配付を受けた系統を供試して栽培特性調査を

行った。その結果，独立行政法人農業・食品産業技術総

合研究機構近畿中呂田閤農業研究センター(以下，近中

西農研センター)が育成した‘あきまろ， (高田ら，

2012) が最も有望であると判断した。本研究では， 5年

* 広島県東部農業技術指導所

平成24年4月2413受理

間の調査結果から明らかになった‘あきまろ'の裁措・

加工特性を解析するとともに，普及適用地域における好

適な栽培条件である晩期播種における最適な栽植密度を

明らかにしようとした。また，献倒伏性を高める不耕起

栽培の晩期播種密植条件での倒伏軽減効果について検討

した。その結果，木県の標高150~300m 地帯の‘サチユ

タカ'の代替品種として選定した‘あきまろ'の栽培・

加工特性と晩期播種における安定多収栽培法が明らかと

なったので報告する。

東JlJ81号「

タマホマレ「

ト東山系T683

東北80号 」

い東JlJ141号一吋

エンレイ-1

ト東山系T762

ト東山147号J

東北53号 J

図1 ‘あきまろ'の系譜

材料および方法

1 . ‘あきまろ'の来歴と脊成地における評価

あきまろ

4あきまろ'は， 1995年に難裂爽性と草姿改良を目標

に長野県中信農業試験場(現，長野県野菜花き試験場)

において，‘東山系 T683' を母に東山系 T762' を父

として交配された(函1)。その後， 2001年に九系統が

近中田農研センターに移管された。系統選抜を経て2004

年に‘四国3号'の系統名が付され， 2011年4月に品種登

録出願がなされた。育成地の酎病性評価は，ウイルス病

に対して「強」であり， SMV-Az系統には抵抗性を有し，



2)娩期播謹

日平均気温は， 2008年は播種時期から開花期までの生

育前半は平年と比べて高かったが，開花期から成熟期ま

での生育後半は平年並みであった。 2009年は生育期間を

通して平年並みであった。生育期間中の積算降水量は，

2008年は少なく， 2009年は播種時期から開花期までの生

育前半は多かったが，潤花期から成熟期までの生育後半

は少なかった。積算日照時間は， 2008年は播穏時期から

開花期まで‘の生育前半は多かったが，開花期から成熟期

まで、の生育後半は少なかった。 2009年は，逆に播種時期

から開花期まで、の生育前半は少なかったが，開花期から

成熟期まで、の生育後半は多かった。

第88号広島県総合技術研究所農業技術センター研究報告

f中j である。また，

赤色味噌および煮立

紫斑病に「やや強J，立枯性病害に

加工適性は淡色味噌に好適であり，

に適する。
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3. 方法

1)農業技術センター闘場における栽培特性謂査

県立総合技術研究所農業技締センターの71<133転換

畑臨場(東広島市八木松町，標高224m) において，表2

に示す耕種概要にしたがって耕起栽培し， 6月中旬播種

の標準期播額調査を2006~2010年に， 7月中旬播積の晩

期掻翠調査を2008~2009年に実施した。‘サチユタカ'

2. 気象条件

研究を行った2006~2010年の気象条件を表11こ示す0

1)標準期播種

生育期間中の日平均気溢は， 2006， 2008および2010年

は平年と比べて高く， 2009年は平年並みで、あった。 2007

は語種時期から開花期までの生育前半は平年並みで

あったが，開花期から成熟期までの生育後半は平年と比

べて潟かった。生育期間中の積算静水量は， 2006年は多

く， 2007， 2008年は少なかった。 2009，2010年は播種時

期から開花期まで、の生育前半は多かったが，開花期から

成熟期まで、の生脊後半は少なかった。積算日照時間は，

2006， 2007および2009年は，播穏時期から関誌類までの

生育前半は少なかったが，開花期から成熟期までの生育

後半は多かった。 2008年は播積時期から開花期までの生

育前半は多かったが，開花期から成熟期までの生育後半

は少なく， 2010年は生育期間を通して多かった。

農業技術センター(東広島市八本松町，標高224m)の気象a)表1

開花期~成熟期d)

讃算持水最

(mm) (平年比)

日照時間

(時) (平年比)

良平均気温

(OC) 

日照時間

(時) (平年比)

年次播穂時期

比銃
3

W
ナ

標準甥播種 0

5

4

9

1
目

3

7

1
i

ハU
n
日
ハ
り
つ
μ
-
Q
d

ハ
V

1
i
唱

1

1

ム

1

i

-

'

i

Q
J
t
i
ウ

t

1
ょ

っ
d
-
Q
d
A
3

0
0

つム

n
i

ハV
A
せ

-
n
U

に
U

4
a
p
L
D
Sせ
に

U
P
U
-
d告

Aせ

向
上

D

A

U

A
せ

n
b
旬

l
A
-
4
4
1
i

-
i
A
A
ハ
0

4

4

4

二
ウ
t
p
b

3

2

4

-

ヴ

t
q
L
η
i
口
o
z
u
-
n
δ

ハU

ρ
り

ウ
t

n

i

Q

U

Q口
幽

n
b
Q口

A
1
τ
ょ
っ
ぬ
唱
i

唱i
幽

円

4
1
i

n
v
ウ

t
R
U
A
U
η
L
m
n
J
n
u

唱

lA
唱

BA

ハH
v
n
H
V
噌

EAω

ハHV

ハけ
V

Q
り
の
ふ
つ
ム

n日

1
1
"
τ
i

円de

-
-
唱
i
A
U

ハY
1
i
"
0
0
ウ

t

つ
ω

つ
ゐ
つ
ム

1
i
η
L

四

1
i
1
i

広
U

只
u
q
J

つ白

q
d
-
1
i
n
u

p
o
n
J
Z
U
Q
U
守

i
-
q
ο
Q
U

可

aム
句

a
i
-
唱

B4

円
ノ

ω
7
e
F
D
q
d
q
u
“

o
u
-
-

つ

リ

ウ

i
n
u
n
Y
1
i
m
4
4
nむ

1
i
η
J
1
1
-

つ
/
M
m
つゐ

τ
i

m
 

m
 z

u
n
U
ウ
t
4
4
口
O
m
ウ
4

4
ム

円

4
0
0
η
4
ハ
hU
円
ノ

ω

"

4

A

1

i

g

i

t

i

"

の
L

円

4
1
1

つム

n
J
4
4

司

4
A
P
O

3

3

1晶

9
4
A
-
1
-

z
d
q
J
を

i

p

o

p

b

-

R

U

ヴ
e
n
u
pり
つ
れ
ω
1
i
-
ヴ
4
1
i

日
仏
仏
ト

0
.
L
7
L
A仏

内

L
Q
U
q
d
n
U
円

L
m
τ
i
n
J

dせ

q
J
R
U
4
A
必
斗

A
m
勾

i

z

u

円
ふ
円
L

η
ム
ヮ
“
つ
ゐ

ω
q
L

つ白

6

7

8

9

0

…8
9

 

n
u
n
v
n
u
n
v
τ
ょ
一
円
U
n
u

n
U

ハU
n

U

ハυ
n

U
一ハ
υ

ハU

η
4

円
A
q
L
η
L

つ
臼
嗣
円
f
Q
n
L

一種一播一期
ω

娩

栽培特性読査の耕撞概要(農業技術センター臨場)
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年次

2006 

2007 

2008 

2009 

2010 

播種時期

標準期播種

O 

O 

10 

10 

10 

10 

3 

3 

9.5 

9.5 

30 

30 

35 

35 

7.16 

7.14 

2008 

2009 

晩期播種

a) 1株本数:1本
b)酸度矯正・苦土石灰lOOg/m2

c)施肥時期全量基肥
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を対照、品種とし， -収量，収量構成要素および一子実

品質を調査した。試験競模は1区l 1.8~17.0m2で、3反穫と

した。関誌期および成熟期，成熟期の倒伏および青立ち

株の発生状況を調査した。倒伏の調査は，経u伏角度が0'"

100を0，11 ~20o をし 21 ~30o を2 ， 31 "'600を3，61 ~900 

を4とし，発生面積率を乗じた値の総和を倒伏樫度とし

た。藷主立ち株の調査は， -梅崎(1993) の成熟整合

性程度lおよび2の合計株数を青立ち株数と

を求めた。成熟期に1医約4m"の個体を子葉鮪から刈り取

り，収穫した全個体を自然乾燥した後に全霊を調査し，

よび収量構成要素を龍

した。 メIj取った全株を脱粒

し，粒諮6.7mm以上の粒を調査して水分15% した。

大粒割合は全粒重に占める粒径7.9mm以上の粒重の割合

とした。また，精子実重は組子実震から紫斑，褐斑およ

よる被答粒重を除いた髄とした。検査等級は，

繋粒割合が96~100%が 1 (1等上)， 91~95%が2 (1等中) ， 

85~90%が3 (1等下)， 81~85%が4 (2等)， 76~80%が

5 (3等上)， 71~75%が6 (3等下)， 70%以下が7(規格外)

とし， 2004~2009年が広島農政事務所において， 2010年

が広島県 jA農産物検資協議会において調査し

成分のうち，粗謹白質，粗詣肪および全糖は，近中西農研

センタ…の近赤外分光分析機 (FOSS社製 lnfratec 1241) 

で分析した。

2)現地盤場における栽培特性讃査

三次市海渡町(標高180m)およ 夜i町(襟

高210m) の水回転換畑臨場において，表31こ示す耕穂概

によって2009"'2010年に龍査した。三次市の翻場は

ロータリーで，安芸高田市の翻場はドライブハローで耕

し播種した。‘サチユタカ'を対照品種とし，揺種は

三次市騒場では6丹下旬に，安芸高田市臨場では7月中・

に行った。試験規模は2009年が1尽30.0m
2
，2010年

が1区21.0ばとし，両年ともに3反護とした。

収量構成要素，および子実品質を農業技街センタ

における栽培特性調査方法に準じて行い，倒伏程度と

立ち程度は発生面積と発生程度から無 (0)，微(1)，少

(2)，中 (3) および多 (4) の5段階で評価した。

3) 挽期播種における栽植盤度および耕超法が生育，

収量，品質に及ぼす影響

農業技術センターの水田転換畑臨場において実験を

行った。生育・収量，収量構成要素および子実品質の調

査を，農業技術センター掴場における栽培特性調査に準

じて行った。

(1)耕起条件での最適栽植密度の解明

2009年7月14日に窒素を3g/m2，縛酸および加盟を10g1

mz，苦土石灰100g/m2を施用し，ロータリーで、耕起した。

諸種は，向日に栽楠密度が9.5，15.0および20.4株1m2 (条

間を35cm，1株l本立ち)となるようにそれぞれ30，19 

および14cm開隔で種子を封入加工したシー夕、テープを

用いて行った。 1区面積はl1.8m
2で、3反穫とし，中耕およ

び培土は実摘しなかった。

(2)不耕起栽培による続期播穣密描条件での倒伏

軽減効果

2010年7月初日に，不耕起区は作溝機を取り付けたト

ラクターを期いて不耕起臨場に作条し，耕j田区はロータ

リーで、耕起したのち，播種した。同区ともに栽植密度が

20.8， 30.3および41.7株1m2
(条開30cmで1株l本立ち)

となるようにそれぞれ16，11および8cm間隔で種子を封

入加工したシーダテープを用いた。試験規模は1窓

口.6m
2で、3反複とし，中京IFおよび培士は実施しなかった。

押倒し抵抗値は，地よから30cmの高さの芸部にフォー

スゲージ(イマダ袈 ZP200N) を押し当てて澱定し，

45
0まで{到したときの最大髄を調査した。また，土壌表

面硬度は，山中式硬度計を用いて株問中央の土壌表面に

垂直に押し当てた時の最大値を調査した。

ヰ)豆鴎加工特性議査

農業技術センター臨場で2009年に生産した大立を用い

て豆腐の加工特性を調査した。供試品程は，‘あきまろ'

と対照品種 gサチユタカ'の他に広島県内の豆腐加工業

表3 栽培特性調査の耕種概要(現地臨場)

揺種時期 場所(標高) 年次
播麓日 条間 株間 栽植密度 施日E(g/m2

) 中耕培土

(月.13) (cm) (cm) (株1m2
) N P205 iく20 (田)

標準期播種 三次市海渡町 2009 6.22 75 15 8.9 3 10 10 

(l80m) 2010 6.21 75 15 8.9 3 10 10 

晩期語種 田市吉田町 2009 7.15 29 15 23.0 3 10 10 O 

(210m) 2010 7.23 28 15 23.8 3 10 10 O 

a) 1株本数:1:2ド
b)酸度矯正:苦土石灰lOOg/m2

c)施肥持期全量基肥
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者が使用している‘アキシロメおよび立腐用

撞として西日本で最も作付笛積が大きい‘フクユタカ'

とした。豆乳および豆腐の作出や加工特性の調査は，保科

(2008) の方法を一部改変したつぎ、の2通りの方法で、行っ

た。 400gの大立を25
0

Cで16時間水浸積した後，大立乾

物重の7倍量の水と消泡剤(グリセリン脂肪酸エステル)

を0.6%を加えて， V社製ブレンダー S-TNCを用い90秒

間磨砕した。テアロンコーティングフライパンに摩砕し

たダイズを入れて N社製電磁調理器 KZ-PH30-AHを

溶いて15分間強火で加熱した後， 7分間95
0
C以上を維持

した。加熱した磨砕大立を蒸し布の袋に入れ，油圧プレ

ス機で加圧して絞った液を回開き100μmのナイロン

メッ、ンュクロスで櫨過して豆乳を得た。得られた立乳を

10
0

C以下に冷却し，塩化マグネシウム濃度が0.12，0.18， 

0.24， 0.30および0.36%となるよう豆乳に加え， 25ml:g: 
プラスチック製シリンジに充填し， 80

0Cの湯に1時間浸

して豆腐を製造した。シリンジから立腐を13mmずつ押

し出して切り取り，不動工業社製レオメータ (NRM2002J)

を用いてプランジャー痘掻15mm，貫入速度60mm/minで

破断応力を測定した。また，豆乳10gを80
0
Cで12時間加

熱後， 105
0
Cで2時間乾燥して立乳圏形分を測定した。ま

た， 10
0

C以下に冷却した豆乳に最終濃度0.30%となるよ

うに塩化マグネシウムを加え，ジューノレ式過熱装置で、J疑

問させたものを，ステンレス製裂枠に入れて豆麿を製造

し， ft腐収率および破断応力の調査に供した。豆腐収率

は，ステンレス製型枠にて60分間自然脱水した後の豆瀦

し，使患主主乳重量に対する百分率で示した。

豆腐の敏断f，主力を，不動工業社製レオメータ (NRM2002J)

を用いてプランジャー痕径15mm，員会入速度60mm/min，

サンプル高15mmで瀦定した。

立競食味官能調査を， 2010年三次市産の大立を用いて

県内の加工業者が製造した木綿豆踏を用いて行った。パ

ネノレは21名で， ‘サチユタカ'を対照品議として“良い"

または“強い“(1)， "やや良しゾ'または“やや強い"(2)， 

“並"または“普通"(3)，“やや悪し、"または“やや弱い"

(4)，“悪い"または“弱い" (5) の5設階で評価した。

結果

1 .農業技術センター臨場における栽培特性

農業技指センタ一国場における生育および収量構成要

素調査の結果を表4に，収穫期の主主姿を閤2に示す。 ζ あ

きまろ'の標準期播種の開花期および成熟期は， 5ヵ年

の平均で8月313および11丹4日であった。晩期播種は開

花期が8月 21~22 日で，成熟期が 11月 1213 であり，いず

れの播穏時期も 4サチユタカ'と比べて開花期は1~2 日

程度，成熟期は1O~15 臼程度遅かった。また，開花期か

ら成熟期までの結実日数は，標準期播穂が85~102 日程

度，晩期播種が82~83 日程度と‘サチユタカ'と比べて

8~12 日程度長かった。主茎長は ζサチユタカ'と比べ

ていずれの年次，播種時期とも大きかった。倒伏程度は

6サチユタカ'と比べてやや大きく，台風が接近した

2008年は特に大きかった。青立ちの発生株率は，‘サチ

ユタカ'と比べて2007年および2008年の晩期諸種では少

ない傾向であったが，その{むの年次，播種時期では間程

度で、あった。収量構成要素は，標準期諸種では ζサチユ

タカ'と比べて主茎節数，一次分校数および着爽数のい

ずれも多い傾向で、あった。晩懇播議の主茎節数は品種間

で菜がなく，一次分校数および着爽数には年次変動があ

り， 2009年の一次分校数， 2008年の着爽数は‘サチユタ

カ'と比べて有意に多かった。最下着爽高は，諜準期播

轄では15.2~25.9cm で‘サチユタカ'と比べて5~8cm

た。晩期播額では， 2008年は‘サチユ

タカ'と比べて有意に高く， 2009年は間程度で、あった。

全霊は，いずれの播種時期でも‘サチユタカ'と比べて

大きく， 2006， 2009年の標準期掻種を除いて有意であっ

た。また， ζ あきまろ'の金重を播議時期の違いで比較

すると，晩期播種は標準嬬播種の81~88%で、あった。

姿は枝があまり開張せず，下位節の枝のままれ下がりは僅

かで=あった。

農業技術センター臨場における収量および子実の品質

調査の結果を表5に，子実のタト観を図3に示す。標準期播

種の粗子実重はサチユタカ'対比97~116%の36.2~

劉2 ~叉接待の惹袈

A:あきまろ， B サチユタカ
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53.7kg/aであった。 2006年を除いて多収となる傾向であ

り， 2007年， 2008年および2010年は有意に多i反で=あった。

娩期播撞の粗子実重は， 39.2~4 1. 2kg/a と‘サチユタカ'

対比103~111%であり， 2009年は有意に多収で、あった。

また，晩期播種の粗子美重は，標準期播穂の82~90%稜

度であった。 については，標準期播種では，

35.1 ~50.1kg/a と‘サチユタカ'対比96~128% で2006

年を除いて多収となる傾向であり， 2007および2010年は

有意に多収であった。晩期諸種は， 36.8~39.9kg/a と‘サ

チユタカ'対比103~ 1l3%で， 2009年は有意に多収であっ

た。官粒震は，標準播種類が3 1. 3~37.9g であり，娩期

播種は34.9~35.8g であった。 2007年の標準接語種およ

び2009年の晩期播韓では，‘サチユタカ'と比べて有意

に大きかったが， 2009年の諜準期播種および2008年の晩

期播韓では小さく，年次によって変動した。うこ実の粒径

が7.9mm 以上の大粒割合は，標準嬬諸種では73~96%で

あり，‘サチユタカ'と潤程度で，晩期播譲では閏年と

もに90%以上と高かった。障害粒の発生については，紫

斑粒は0.1~0.3% と，標準期諸種では‘サチユタカ'と

比べてやや多かった。褐斑粒の発生は，ほとんどなく，

5 

裂皮粒およびしわ粒の発生は， 0~0.2%で‘サチユタカ'

と比べて少なかった。虫害およびその他の被害粒は年次

によって変動し， 2007年， 2009年および2010年の襟準期

播種では‘サチユタカ'と比べて少なかったが，その他

の年次では zサチユタカ'と間程度の発生で、あった。子

突の検査等級はすべての年次で1.0と‘サチユタカ'と

比べて優れていた。子実成分合有率は，紐蛋白質41.1~

45.0%，粗脂腕19.8~2 1.2%，全糖21.5 ~22.3%であり，

いずれの揺謹時期も‘サチユタカ'と比べて粧蛋自費は

国3 子実の外観

A:あきまろ， B:サチユタカ

表4 'あきまろ'の生育および収量構成要素(農業技術センタ一国場)

播議時期年次 品穣
開花期成熟期

(.FJ.お) (月.日)

8.02 10.26 

7.31 10.16 

1-表爽数二三! 全重
節数 5H支A文 相爽高

(宣言/株)(本 1m2) (爽/ポ) (cm) (kgl a) 

標準期揺種 2006 あきまろ
サチユタカ

phυ

門

r
・

0
0
ウ

i

(cm) 

45 0.9 

1.0 

0.7 

0.3 

14.8 

13.3 

69 

62 

763 15.2 66.5 

697 9.7 62.6 37 

有意性b) … … 材 料 一 n.s. * n.s. n.s. * n.s. 

2007 あきまろ 8.05 11.08 95 72 0.5 5.4 15.8 58 1074 23.4 108.1 

サチユタカ 8.02 10.24 83 52 0.1 10.5 14.6 50 847 14.1 77.7 

有意性 … … 科 料 ー * * 科 料 料 * 
2008 あきまろ 8.04 11.09 

サチュタカ 8.02 10.27 
97 

86 

837 25.7 106.1 

767 20.3 77.8 

** 

97 

70 

3.0 10.0 18.1 

2.0 10.3 16.6 

63 

48 

* ** ネ* ** 本*n.s. n.s. 
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2010 あきまろ 7.29 11.08 102 75 
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平均 あきまろ 8.03 11.04 
サチユタカ 8.01 10.23 

93 

83 

1.1 

0.7 

** 

74 

53 

3.3 16.3 

4.4 14.6 

935 22.4 92.0 

788 15.3 74.2 

67 

56 

ネ* ** 主主* ** ** * n.s. 

晩期擦種 2008 あきまろ 8.21 11.12 83 61 3.0 7.0 14.0 54 779 14.4 93.6 

サチユタカ 8.20 10.30 71 46 1.7 19.0 13.3 60 732 9.3 74.7 

有意性 一 一 料 * n.s. n.s. n.s. t * 料

2009 あきまろ 8.22 11.12 82 41 0.5 0.7 11.7 55 615 9.1 68.7 

サチユタカ 8.20 11.01 73 32 0.8 0.0 11.8 35 619 9.2 53.6 

有意性 料* n.s. n.s. * n.S. n.s. 料

a)結実認数は，開花期から成熟期までの日数を示す。
b)表にやの料， *および?は t検定の結泉，各々 1%，5%および10%水準で有意差が有ることを， n.s.は有意主主が然いことを示す。
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表5 ‘あきまろ'の収量および子突の品質(農業技術センター臨場)
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サチユタカ 37.5 36.5 100 32.4 75 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 3.0 43.8 百.6 21.7 

n.s. n.s. n.5. n.5. n.s. n.5. n.s. n.s. n.5. 一家* n.s. 
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1.5 
12.2 1.0 45.0 19.5 21.9 

7.2 3.0 47.5 18.6 20.7 

2008 あきまろ 46.7 40.6 108 

サチユタカ 42.0 37.6 100 

手干3き性 t n.s. 

37.8 96 0.3 0.0 0.1 

37.9 93 0.0 0.0 0.6 

n.s. n.5. t n.s. * 
22.1 

21.6 

*ネ キ* ** n.s. ネネ

2009 あさまろ 47.9 45.8 112 32.5 79 0.1 

サチユタカ 46.0 41.0 100 34.7 93 0‘。
n.5. n.s. t n.s. n.5. 

0.0 0.0 0.1 2.9 1.0 42.1 19.9 

0.8 0.1 3.5 5.5 2.0 45.4 19.0 

n.s. t t 料一材料 ** 
2010 あさまろ 49.0 45.0 118 

サチユタカ 43.2 38.1 100 

有意後 * * 

33.2 82 0.1 0.0 0.2 0.1 

33.8 82 0.0 0.0 2.2 0.2 

n.s. n.s. t n.s‘料↑ t t n.s. * 

6.3 1.0 43.3 19.8 21.5 

8.2 1.0 44.1 19.6 21.0 

*ネ

平均 あきまろ 46.7 43.3 112 34.5 83 0.1 0.0 0.1 0.0 5.9 1.0 42.6 20.2 21.8 

サチユタカ 43.0 38.5 100 35.1 87 0.0 0.2 0.6 1.0 7.4 2.0 44.8 19.5 21.2 

n.5. 耳.S. * n.s. t t n.s. …料* * 
41.9 39.9 103 35.8 96 0.1 0 

40.5 38.8 100 37.8 94 0.1 0 

晩期綴種 2008 あきまろ

サチユタカ

n.5. n.s. t ネ n.5. n.s. n.s. n.5. n.s. ー*料*

42.7 

46.5 

0.0 0 

0.1 0 

4.8 1.0 43.6 19.8 22.3 

3.9 2.0 46.5 18.5 21.9 

2009 あきまろ 39.2 36.8 113 34.9 

サチユタカ 35.2 32.5 100 32.9 

有~:性 t t t 

93 

74 

20.0 22.2 

17.9 21.9 

0.1 0 0.1 0.2 6.0 1.0 

0.1 0.1 0.8 2.2 3.7 1.3 

n.s. n.s. T * n.5. ネ* キ* * ネ

a) 封印土，設粒Z意に占める虫答率立護，腐敗絞重および未熟粒重の合計{庄の割合を示す。

b)乾物あたり%を示す。三塁議-i言自質変換係数は6.250

c)表ゅの林，キおよび t，ま t検定の結果，各々 1%，5%および10%水準で、有~Bî査が有ることを， n.s.'士有主主主去が無いことを示す。

2~3%低く，桂脂肪および全機はわずかに高くなる鰻向

であった。

2 現地醤墳における栽域持性

現地における生育および収最構成要素調査の結果を表

6に，収量および子実の外観品愛読査の結果を表71こ示す。

いずれの場所，年次においても‘あきまろ'は‘サチユ

タカ'と比べて10日韓度晩熟であり，農業技術センター

と間様の傾向であった。成熟期は6月下旬諸種の二

次市が 11月第1~2半勾で， 7月中下旬播種の安芸高田

が11丹第4半匂で、あった。商品種ともに倒伏は発生せず，

青立ち程度は「無J~r徴J で、あった。主茎長は‘サチユ

タカ'と比べて有意に大きく，立三茎節数および1次分技

数は多くなる領舟で、あった。若爽数は2009年の安芸高田

市を除いて多くなる傾向であったが有意な護で、はなかっ

た。最下着英高は，‘サチユタカ'と比べて有意に大きく，

金重は， 2009年の三次市をのぞいて‘サチユタカ'と比

べて有意に大きかった。粗子実震は， 2009年はいずれの

場所も‘サチユタカ'と間程で、あったが， 2010年は三次

市が33.0kg/aで，安芸高田市が53.9kg/aと‘サチユタカ'

と比べて127~136%多収であり， 岡市では有意で

あった。 一次市が22.8~43.7kg/aで，

高田市が35.3~47.5kg/a であった。精子実震は‘サチユ

タカ'対比105~192%でいずれの年次，場所ともに多収

であり， 2009年の安芸高岡市を除いて有意で、あった。百

は年次によって変動しサチュタカ'と比べて

2009年の安芸高閏市では大きく， 2010年の三次市では小

さかった。大粒割合は，標準期播議した三次市では77~

92%でサチユタカ'と間程度であったが，晩期播種

の安芸高田市では85~95%で，‘サチユタカ'と比べて

高かった。障害粒の発生は，‘サチユタカ'と比べて紫

斑粒の発生がやや多く，褐斑粒，裂皮粒およびしわ粒の

発生が少なかった。主な虫容は，カメムシによる吸汁容

であり， 2009年の安芸高田市を除き‘サチユタカ'と比

べて櫨少なかった。子実の検査等級はサチユタカ'

と間程度であり，病害虫による被害粒の発生が特に多

かった2010年の三次市を除いて良好であった。子実成分

含有率は，センター関場での結果と同様に，‘サチユタカ'

と比べて組蛋白質が低く，粗絹肪および全糖がやや高く

なる傾向で、あった。



試験場所

海i度町

年次

2009 
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表6 'あきまろ'の生育および収量構成要素(現地圏場)

品種
知j伏青立ち

開花期 成熟期 F 主茎長
穏度穏!3t

1次 長左下
着爽ぷ士 一~全霊

分校数 若事21習]

あきまろ
サチユタカ

(月.半勾)(月.半旬) (0-4) (0…4) (cm) (節/株) (本1m2
) (焚1m2

) (cm) 

O 0.7 65 16.0 55 995 19.7 8.2 

8.1 

11.1 

10.4 o 0.3 56 15.0 46 910 14.1 

* * n.s. * 

83.2 

84.2 

n.s. 

2010 あきまろ 8.2 11.2 0 1.0 43 13.0 68 746 12.1 59.0 

サチュタカ 8.1 10.5 0 4.0 32 12.0 40 607 8.4 42.3 

有意性 一…… t n.s. * n.s. 料*

2009 あきまろ 8.5 11.4 0 0.3 52 12.0 96 891句 18.0 86.2 

サチュタカ 8.4 11.1 0 0.7 41 12.0 77 924 14.5 67.3 

2010 あきまろ 8.5 11.4 0 0 

サチユタカ 8.5 11.2 0 0 

** 
64 

39 

** 

n.s. 

13.0 

12.0 

キ

*ネ

76 

74 

n.s. 

n.s. *ネ ネ

974 20.3 101.0 

883 11.4 71.3 

n.s. 手?ミ

* 
a)表中の林， *およびTはt検定の結果，各々 1%，5%および10%水準で有主主主をが有ることを， n.s. I土手533:室長が然いことを示す。

表7 ‘あきまろ'の収量および子安の品質(現地闘場)

試験場所 年次 品穏

組子精子関左 大粒 陣容粒重割合、s粒議
案霊実重サチュ 割合、紫波渇斑裂皮しわ

検査 子案成分合有率M

等級粗察白総脂肪全糖

7 

(kgl a) (kgl a) タカ比 (g) 弘(%) (%) (%) (%) (弘(l…7) (覧Id.w)(覧Id.w)(覧Id.w)

三次子行

海波町

2009 あきまろ 45.9 43.7 109 35.0 92 0.0 0 o 0 4.0 1.0 40.5 20.9 22.2 
サチユタカ 46.2 40.1 100 36.5 91 0 0 0.4 0.7 10.0 1.0 44.6 18.9 21.9 

n.s. * n.s. n.s. n.s. n.s. t * * 一 * 林*

2010 あきまろ 33.0 22.8 192 31.5 77 4.5 0 0.2 0 25.2 4.0 40.5 21.1 21.6 

サチユタカ 24.2 11.9 100 34.8 83 0.3 0 1.8 0.3 54.4 4.0 45.0 19.4 20.8 

有怠性 n.s. t * n.s. * n.s. n.S. t t * ネ

りきまろ 38.1 35.3 105 37.5 95 0.3 0.1 0 0 8.4 1.0 45.4 18.9 22.3 

サチュタカ 38.3 33.7 100 35.1 83 0 0.1 0.1 1.2 8.9 2.0 48.6 17.2 21.9 

有意，t生 n.s. n.s. ネ ネ* n.s. 林* n.s. 一材料

2010 あきまろ 53.9 47.5 152 33.0 85 0 0 0.0 0 10.7 1.0 41.8 20.1 22.4 

サチユタカ 42.3 31.2 100 33.8 75 0.4 0.4 0.2 1.2 22.6 1.0 47.5 17.1 22.2 

有意性 料 料 n.S. t n.s. * t 料 t 材 料 n.s.

a)虫他は，整粒還に占めるE弘容粒蚤，腐敗粒議および未熟絞震の合計緩の割合を示す。
b)乾物あたり%を示す。雪量泰一蛋白質変換係数は6.250

c)表中の林，ネおよびtIまt検定の絞染，各々 1%，5%および10%水準で有意獲が有ることを， n.s.は有意慾が無いことを示す。

3. 暁揚擢韓における栽櫨密産および務組法が生湾，収

品質に及!ます影響

1)耕起条件での最適栽植密度の解暁

有意で、はなかったが密植によって主茎長が長くなり，

倒伏韓度は0.3から1.8とやや大きくなる傾向であった。

1次分校数および着爽数は筏植するほど増加し，最下着

爽高は， 9.1cmから16.1cmへと有意に高くなった。また，

栽植密度が高まるほど全震が大きくなり，粒子実重が，

38.7"'-'44.0kg/aと大きくなる傾向で、あった。大粒割合お

よび検査等級への，栽植密度による影響は認められな

かった(表針。

2)不耕起栽培による挽揚揚種密植条件での怨q伏軽減

効畏

耕起註および不耕起震ともに栽描密度が高まるほ

よび最下着爽高が大きくなり，茎経および押倒し

抵抗{症が小さくなる傾向で、あった。また，向ーの栽植務

度では，耕起区の茎径が不耕起区と比べて大きくなる傾

向で、あったが，押倒し抵抗植は耕起法の違いによる

な差は認められなかった(表9)。倒伏株率は再度ともに

栽植筏度が高まるほど大きくなり，最も密植の4位1.7株/

m
2子2区で

9%とノd小iト、さかつた(図4心)0 密誼によって全重および着爽

数は増加する領向で、あったが，百粒重に有;意差は認めら

れなかった(表的。粗うこ実重は，耕起法や栽楠密度の違

いによる差は認められなかった(図5)。
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表8 晩期播種における栽植稼度が生育，収量および子実の品質!こ及ぼす影響

栽描
主茎長

倒伏 1次
者爽数

最下 大粒 検査
密度 程度 節数 分校数 着爽高 割合 等級

(株1m2
) (cm) (0-4) (節/株) (本/ば) (爽1m2

) (cm) (kg/a) (kg/a) (%) (1-7) 

9.5 40 0.3 11.7 55a 618a 9.1a 68.2a 38.7a 94 1.0 

15.0 46 0.8 12.7 7lb 765ab 13.6ab 75.0a 41.1a 94 1.0 

20.4 49 1.8 12.2 88c 816b 16.1b 86.7b 44.0a 95 1.0 

分散分析a) n.s. n.s. 牢キ * * * T n.s. 

a)表中の料， *および?は分散分析の結果，各々 1%，5%および10%水準で有意差が有ることを， nふは有意差が無いことを示
す。また，同一英小文字問には Tukey法 (5%水準)で有意蒸無し。

表9 晩期播種における栽櫨密度および耕起方法が生育，倒伏関連形質および収量構成要素に及!ます影響

耕起 栽植 最下
菜径

押{到し
全重 着爽数 首粒重

土壌表面
方法 密度 抵抗髄 硬度

(株/ば) (cm) (cm) (mm) (kgf) (kg/a) (爽1m2
) (g) (mm) 

耕記 20.8 65 18.2 7.7 0.71 99 1188 34.9 7 

30.3 73 19.6 7.4 0.41 93 1273 34.1 6 

41.7 77 20.8 7.1 0.22 92 1243 34.1 6 

不耕起 20.8 58 16.7 7.2 0.75 95 1034 34.5 13 

30.3 67 19.0 7.0 0.38 99 1199 34.2 13 

41.7 79 22.7 6.3 0.25 97 1269 33.7 13 

分散分析a)

耕起方法A n.s. n.s. * n.s. n.s. n.s. n.s. * 
栽植密度 B * *牢 * * n.s. ** n.s. n.s. 

AXB n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. 

a)表中の林*は分散分析の結果，各々 1%，5%水準で‘有意差が有ることを，口ふは有意差が無いことを示す。

50 

f到40

伏
30 

株
率20
(弘)

10 

O 

ロ耕起 亙不耕起

20. 8 30. 3 41. 7 

栽植密度(株/ni)

関4 晩期播種での栽植密度および耕記方法が

‘あきまろ'の姪IJ伏株率に及ぼす影響

注)園中の縦棒は標準誤差 (n=3) を示す。

65 

粗
子 55

実

45 
(kg/a) 

35 

ロ耕1程 際不耕起

20.8 30.3 41. 7 

栽植密慶(株/ni)

図5 晩期播種での栽構密度および耕起方法が
‘あきまろ‘の組子実震に及ぼす影響

注)図中の縦棒は標準誤差 (n=3) を示す。
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4. 豆腐の加工特性および食味宮能

シリンジ豆腐の破断応力は，塩化マグネシウム濃度が

0.12~0.24%までは‘フクユタカ‘の鑑が他品種と比べ

て大きくあきまろ¥gサチユタカ'および zアキシ

ロメ'は間程度であった。また，塩化マグネシウム濃度

が0.30~0.36%では，‘サチユタカ‘の値が他品種と比

べて大きく，‘あきまろ¥‘アキシロメ'および‘フク

ユタカ'は問韓度で、あった(図6)。型枠豆腐の加工特性

調査に用いた‘あきまろ'の豆乳抽出率は74.1%で，立

120 

100 
寄事g

N ¥Z C¥ D 80 
，...; 

× 
60 

喜Rt侵 40 

20 

。

-0ーあきまろ

ーローサチユタカ

一会ーアキシロメ

ー@ーフクユタカ

乳中の盟形分は10.2%とサチユタカ'および‘アキ

シロメ'と向程度であった。豆腐収率は70.7%で‘サチ

ユタカ'の79.0%と比べて低くかったが，‘アキシロメ'

の68.2%と間程度であった。豆臓の破断応力は，‘サチ

ユタカ'と比べて小さかったが‘アキシロメ'と間程度

であった(表10)。県内の加工業者が製造した豆踏の食

味宮能は，‘サチユタカ'と比べて香りには楚がなかっ

たが，外観のきめが締く，柔らかい食感で味が良く，総

合評価はやや鐙れた(表11)。

0.1 0.2 0.3 0.4 

E詳し中の塩化マグネシウム濃度(%)

罰6 豆乳!:tの塩化マグネシウム濃震がシリンジR鹿の破断f，e;カに及ぼす影響

表10 ‘あきまろ'の宣商加工特性

豆乳 豆腐

品議 豆乳抽出率 翻形分 豆臆収率 破断応力

(%) (%) (%) X 102N/m2 

あきまろ 74.1 10.2 70.7 65.9 

サチュタカ 72.0 10.6 79.0 71.8 

アキシロメ 72.4 10.1 68.2 67.0 

表11 ‘あきまろ'の豆属食味官能評寵nl

幻口幻 種 外観 り 食感 味

出 ざ~ 良 良 5単 舌
良 良

立it'-i公Uメ口k 

5怠 事更
カ 触

コ 甘 渋 評価
さ め 百 さ 否 さ

'性 り
芸子 ク み み 否

あきまろ 3.0 2.1 2.3 3.0 2.6 4.1 3.9 2.5 2.3 2.8 2.5 3.3 2.5 2.6 

有意性bl n.s. ** * n.s. n.s. ** ヰ，* n.s. 本* n.s. n.s. n.s. * * 
a) ，サチユタカ'を対照標準品種として実施した。
b)表中の料および*はウィルコクソン符号付順位和検定の結果，各々 1%および5%水準で有意差が有るこを， n.s.は有意差が

無いことを示す。
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考 察

1 . ‘あきまろ'の栽培特性

農業技術センターおよび現地闘場における結果から，

‘あきまろ'は，‘サチユタカ'と比べて開花期が1~3 臼

韓度遅く，成熟期が10日程度遅い晩生品種であると考え

られた。‘サチユタカ'と比べて主茎長および全重が

きく，農業技街センタ一関場では倒伏程度がやや大きく

なる額向であった。したがって，台風が接近するなどの

強風によって， ff!J伏程度が大きくなりコンパイン収穫に

支障がでる可能性があると考えられた。倒伏の程度につ

いては，主茎長や地上部の8重が大きく影響する(古賀

ら， 2005) ことから，地上部の生育が大きくなりやすい

密植や早描えを避ける必要があると考えられた。汚損粒

の主婆な原因となる ち株は，

年次が多くサチユタカ'と比べて間程度かやや少な

い傾向であった。しかし， 2008年の農業技術センター闘

場においては，諜室経期播種で10%，晩期播種で7%と発

生株主与がやや高かった。この年の開花期から成熟期まで

の積算降水量は，平年と比べて64~74% と極端に少な

かった。また，全震は標準期播議で、106.1kg/a，続犠議

穏で、93.6kg/aと青立ちの少発生年次と比べて大きかった

ものの，英数は相対的に少なかった。竹岡ら (2006) は，

英伸長期から子実肥大期に土壌が過度に乾燥することに

よって稔実爽数および粒震が減少し，相対的にシンクが

抵下することが青立ち程度を高める一悶であると報告し

ており， 2008年は青立ち株が発生しやすい条件であった

と考えられる。したがって，初期成育が妊盛で，爽伸長

期から子実肥大期に過度に乾燥する条件では，挙手立ち株

の発生を軽減するために積極的な潜水を行う必要がある

と考えられた。最下着爽高は，いずれの圏場，年次およ

び播種時期にかかわらず，‘サチユタカ'と比べて概ね

5cm程度高かった。最下積爽高は，一般的にコンパイン

収穫時の土の噛み込みによる汚損粒の発生や収穫損失に

る(高岡， 1996) ことから，‘あきまろ'はコン

パイン収種適性の高い品種であると考えられた。

いずれの開場，年次および語種時期にかかわ

らず εサチユタカ'と比べて大きくなる額向であったこ

とから，生育霊の不足しやすい晩期播種(大久保， 1980) 

でも乾物生産性の高い品種であると考えられた。このた

めJ、ずれの踊場，年次および播種時期にかかわらず 4サ

チユタカ'と比べて多収となる傾向で、あった。

が‘サチユタカ'と比べて有意に多収であった2007年，

2008年および2010年の農業技術センター闘場の標準期播

種および2010年の安芸高田市麿場ではサチユタカ'

と比べて主茎節数や一次分校数が多く，者爽数が多くな

る額向で、あり， 2009年のセンター闘場晩期播種では吉粒

重が大きかった。 i珂部ら (2006) は，子実重の生育日数

に対する剖帰係数が高く，収量J生は生育期間と密接に関

連しており，その理由として結実日数が長い場合，同化

産物の蓄積に有利に儲いて単位罰積あたりの着爽数の増

加や百粒重の増大に結びつくと推察している。開花期か

ら成熟期までの結実日数が‘サチユタカ'と比べて8~

12日程度長い‘あきまろ'は，いずれの播種時期におい

ても単位面積あたりの者爽数の増加や百粒重の増大に

よって組子実震が大きくなる額向が強く，収量性の面

で極めて有利あると考えられた。

障害粒の発生は，‘サチユタカ'と比べて紫斑粒がや

や多いが，発生最は僅かであり盛期紡除を行えば実用

上問題ないと考えられた。褐斑粒の発生は，様めて少な

く，育成地の評価と合致するもので、あった。裂皮粒およ

びしわ粒の発生は，いずれの場所，年次においても少な

かった。 カメムシによる吸汁容であり，

次によって変動したものの，‘サチユタカ'と比べて向

程度以下となる{傾向であった。現地陸場では‘サチユタ

カ'に比べてさらに虫答粒の発生が少なかった。カメム

シによる子実被害には品麓間差があり(異儀[l.岩田，

1980) ，現地酒場では，農業技術センター関場と比べて

害虫防除圧が{ほかったために品種開謹が大きく表れた可

能性が示唆された。このように，し吋ミれの間場・年次に

おいても障答粒の発生が少なく，検査等級については‘サ

チユタカ'と比べて間程度以上であることから，子実の

外観品質に優れた品種であるといえる。

2 晩期播種における栽培条件

生育期間が短くなり，生育;量が不足する大立の晩期播

穫において，栽植密度を高めることによって，単位面積

あたりの着爽数や者粒数が多くなり，増収することが古畑

ら (2008)および内J11 .福島 (2003) によって報告され

ている。また，中山ら (2002) は，栽描密度の増加によっ

て最下着爽高が上昇し，コンパイン収穫適性が向上する

と報告している。本研究においても，栽描密度を9.5~

20.4株/m2として耕起栽培を行った2009年の実験では，

密植するほど金震が大きくなり， lm23たりの1次分校数

および若爽数が増加した。このため，粗子実重は

38.7kg/aから44kg/aと大きくなる傾向であった。また，

密植によって，最下着爽高は， 9.1cmから16.1cmへと高

くなり，コンパイン収穫での作業性が確保される自安で

ある1O~15cm (我泰弘 1967) を上回ることが充分可

能であると考えられた。甚大な倒伏はほとんど発生せず，
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大粒割合および検査等級は低密度区と差が無いことか

ら， 20.4株1m2までの密植では実用上特に開題にならな

いと考えられた。

20.4株1m2以上の密植の収量に立すする効果については，

栽植密度を20.8~4 1. 7株1m2として栽培を行った2010年

の結果，栽植筏度9.5株1m“で行なった標準期播種の組子

より高い収量が得られた。しかし，栽摘密度の上昇

によって者英数は増加する傾向であったが，

の効果は認められなかった。本実験の栽培期間中の気象

は，平年と比べて日照時間が121%と多日照であり，

育最が確保しやすい条件での実験であった。このため，

低密度区の個体当たりの生育量が増大し，単位面積当た

りの群落としての生育量(全霊)が，高密度区と間程度

となったためと考えられた。このことが，密植による増

収効果が判然としなかった要閣のひとつと推祭した。し

たがって， 20.8株1m2以上の密植による増収効果につい

ては，年次変動の確認が必要であると考えられた。

一方，倒伏については，栽植密度が高くなるほど傍i伏

株主詳は大きくなった。これは，耕起方法に関わらず栽楠

密度が高くなるほど主茎長が大きくなり，茎寵および押

{到し抵抗髄が小さくなったためと考えられた。しかし，

耕起区対して，不耕起区の倒伏掠芸名は明らかに小さく，

‘あきまろ'の晩期播種における密纏栽培においては，

不耕起栽培による倒伏軽減効果が高いと考えられた。不

耕起栽培は土壌表面硬度が高いために耕起栽培と比べて

倒伏しにくいことがデントコーン(井上ら，2000)およ

びソルガム(上藤ら， 2008) で報告されている。本研究

においても，詞ーの栽植密度の押倒し抵抗値は，耕超法

の違いによる有意な謹が認められなかったが，

磁度の平均値は，耕起区の6.2mmと比べて不耕起区が

13.1mmと高く，このことが不耕起条件で倒伏株の発生

を抵下させた要因と考えられた。

以上のことから，‘あきまろ'の晩期播種では，栽植

密度を概ね20株1m2
とすることで倒伏を抑制しつつ標準

期播種並みの収量が得られると考えられた。また，

表面硬度が高い不耕起栽培は，密植による倒伏発生の軽

減が可能であると考えられた。

3. あきまろ'の加工特性

豆腐原料として求められる大豆の品質は，豆臆収率が

く，品質が安定していて食味の長い製品が得られる

とされている(斎尾， 1985) 0 'あきまろ'の豆乳抽出率，

豆乳中の盟形分は‘サチユタカ'と間程度であったが，

豆腐収率が低かった。また，破断応力は，‘サチユタカ'

より低く，‘あきまろ'の豆腐は，‘サチユタカ'の豆腐

11 

と比べて柔らかくなる傾向が強かった。立腐の収率(深町

ら， 1960)および硬さ(渡辺ら， 1960) は子実の蛋白質

と相関が高いとされており，‘あさまろ'の子実の

粗蛋白質含有率が，いずれの場所，年次においても，‘サ

チユタカ'と比べて2~3%程度低かったことから，豆癒

力Bこにi菌性は‘サチユタカ'と比べて劣ると考えられた。

しかし，‘あきまろ'の立腐収率および破断誌力は，立

腐用大豆品種として県内の立腐加工業者で使用されてい

る‘アキシロメ'とは間程度であり，食味官能評鏑は‘サ

チユタカ'と比べてやや鐙れることから，豆腐原料とし

ての利用の可能性が示唆された。今後，県内の豆麗加工

業者でさらに検討を行う必要があろう。また，今井(2000)

は，味噌加工期の原料大豆品麓に要求される子実の性賓

として，保水性や蒸煮の難易に関係する全糖が高いこと

や，大粒で裂皮粒の発生が可及的に少ないことなどを挙

げている。本研究において，‘あきまろ'は小粒化しや

すい晩期諸種条件でも大粒率が高く，‘サチユタカ'と

比べて全糖が高く，裂茂粒が櫨めて少ないうこ実特性を有

することが明らかとなっており ‘あきまろ'の淡色味

増加工特性に対する優れた評価を支持するものであった。

摘 要

広島県の標高300m以下の地域における

品賀の改善に資する品磁を選定するため，新しく育成さ

れた系統を供試して，栽培・加工特性の評価を行った。

その結果，奨励品種‘サチユタカ'に替わる有望品種と

して‘あきまろ'を選定した。また，‘あきまろ'の晩

期播種における最適な栽培条件について検討した。

‘あきまろ'は，語種時期に関わりなく‘サチユタカ'

と比べて10日程度晩熟で，著爽位援が高いことからコン

パイン収接適性に箆れ，安定的にi技量が高く外観品質が

極めて良好である。また，挽期播種でも上述の優れた特

性は維持されることが明らかとなった。晩期播種では，

栽植密度を概ね20株1m2
とすることで倒伏を抑制しつつ

標準期播種並みの収量が得られる。さらに，土壌表面硬

度が高い不耕記栽培では栽横密度を増加させても耕起栽

と比べて倒伏の発生が少ない。豆腐については，硬さ

と収率が‘アキシロメ'並で ‘サチユタカ'と比べて

劣るものの食味がやや優れる。
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上藤ほか:大豆新品種‘あきまろ'の広島県における栽培・加工特性と安定多収栽培法

The cultivation， and the processing characteristic 
and stめlyhigh yielding cultivation methods 

of the new soybean cultivar ‘Akimarザ inHiroshima Prefecture 

Mitsuhiro UEFUJI， Tohru HOSHINA， Yukiko KAIFUCHI and Kazuyoshi FUJII 

Summary 

13 

To choose a variety to contribute to improvement of yield and quality of the soybean in areas less than 300m above sea 

level of Hiroshima prefecture， cultivation and processing properties of new breeding lines were evaluated. As a result，‘Akimaro' 

was chosen as a promising variety for recommend色dvariety ζSachiyutaka'. In addition， we examined the most suitable 

cultivation condition in lat日seedingtime of ‘Akimaro¥As for‘Akimaro'， the maturity time is later than ‘Sachiyutaka' for about 

ten days， regardless of sowing time. Because ‘Akimaro' has high position of lowest pod，‘Akimaro' has excellent aptitud邑 in

machine harvest. 'Akimaro' has high yield stably， and appearance quality is excellent. In addition， it was revealed that 

‘Akimaro' showed an above-mentioned superior characteristic with late seeding time. In late seeding time， by setting of 

approximately 20 planting density per 1 square meter， the yield is equal to standard seeding time， and lodging is controlled. 

Furthermore， when it is cultivated in non-tillage condition which is high in the hardness of the topsoil there is less lodging than 

tillage condition even if planting density increases. The tofu using ‘Akimaro' is same level as 'Akishirome'， and is inferior 

compared with‘Sachiyutaka' in hardness and yield， but the sensory taste is slightly superior compared with ‘Sachiyutaka' . 

Key words :‘Akimaro' ， late seeding， soybean， variety， non-tillage 
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